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Case 9-2013: A 9-Year-Old Boy with Fever Cough Respiratory Distress and Chest Pain 

(New England Journal of Medicine 2013 March 21; 368: 1141-1150) 

 

 9歳男児が熱、咳、呼吸困難、胸痛で入院した。 

【現病歴】 

 8日前：咳、目の充血、涙の増加、熱 37.2度。 

 6日前：嘔吐、プレゼントを開けたがらない無気力、熱 38.9度。 

 5 日前：小児科医を受診。熱 39.4 度、右眼窩から頬に紅斑。左頸部リンパ節腫脹。連鎖

球菌の迅速検査を行ったが陰性であり、帰宅・対症的に経過観察の方針となった。 

 4 日前：息切れ、頻脈あり。他院救急受診し、胸部 X 線は正常と言われた。急性中耳炎

と診断され、5日分のアジスロマイシンが処方された。 

 咳と時々嘔吐は続いた。 

 入院日の朝、先日の小児科医を受診し、家族が咳の悪化、深呼吸を伴う胸痛、1 週間で

1.8 kgの体重減少を訴えた。熱 40.3度、呼吸困難の所見があり、アセトアミノフェンが投

与され、当院（マサチューセッツ総合病院）に送られた。 

【出生歴・既往歴】 

 42週で自然分娩が得られなかったため帝王切開。合併症は特になし。 

 6歳から 9歳の間に連鎖球菌による咽頭炎を 5回、中耳炎を 3回、蜂窩織炎を 4回経験。 

 1年前に当院で 3か月続く昼間の咳の精査を受けた。当時、身体所見は正常、血液検査は

表の通り。環境アレルゲンに対する IgE抗体は検出されなかった。23価肺炎球菌ワクチン

の抗体価は有効レベルに達していなかったので同ワクチンが投与されて抗体価の改善を認

めた。スパイロメトリーは正常。1か月吸入ステロイドを施行し著効はなかったが咳は徐々

に改善した。 

 既往：注意欠陥・多動性障害(ADHD)、伝染性軟属腫、リンパ球減少（5年前、自然改善） 

 既往なし：発達障害、夜間発汗、繰り返す下気道疾患、重症あるいは非典型感染症 

【服薬】イブプロフェン、アセトアミノフェン、アジスロマイシン 

【アレルギー】既知のアレルギーなし。インフルエンザが流行しているがワクチンは受け

ていない。 

【生活】両親、1人の兄弟、2匹の犬（1匹回中症）、猫、そして蛇と住んでいる。強制循環

式温水暖房利用。最近地下室にカビが見られた。最近虫駆除のために殺虫剤（ペルメトリ

ン）がスプレーされた。患者が良く遊んでいた裏庭にもカビが見られた。1か月前に肺炎の

親戚と接触した。海外あるいはアメリカ西部への旅行歴はない。 

【家族】父親は建設業、家では喫煙し、よく皮膚の膿瘍があった。母親とその姉は嚢胞性

線維症のキャリア。母方の叔母は環境アレルギーがあり、父方叔母は関節リウマチがある。

父親の良心は西ヨーロッパ出身で、血族結婚はない。 



【入院時所見】 

 意識、見当識あるが調子悪そうに見える。 

熱 38.6度、血圧 110/66 mmHg、脈拍 109 /分、呼吸 30 /分、酸素飽和度は外気吸入で 95%。

体重 32.3 kg。結膜浮腫、結膜充血、右頬上部と左鼓膜に紅斑、粘膜乾燥、前頸部のリンパ

節の可動性の軽度腫脹。気管は正中にある。 

 鼻翼呼吸なし、吸気時の胸部上部の陥没呼吸はないが、肋間が少し陥没し、腹部が少し

ふくらむ。呼吸音は粗いがラ音はない。 

 血小板数、電解質、カルシウム、マグネシウム、血糖、総タンパク、グロブリン、アミ

ラーゼ、リパーゼ、腎機能は正常。その他は表の通り。鼻腔拭いによるインフルエンザ、

パラインフルエンザ、アデノウイルス、RSウイルスの迅速検査は陰性。尿中アルブミン 2+、

ウロビリノゲン 1+、ビリルビン 2+、視野辺り赤血球 3～5、白血球 5～10、細菌多数。心

電図は洞調律。胸部 X 線では肺門部リンパ節腫脹、両肺に中下肺野優位の多数の結節があ

る。血液・尿培養では細菌出現なし。 

 【経過】 

 生理食塩水 1500 mL、バンコマイシン、メロペネムが経静脈投与、アジスロマイシン、

ST合剤が経口投与された。10時間後に造影胸部 CT施行され、多中心性の結節を形成する

浸潤影、散在するスリガラス影、また縦隔および肺門リンパ節の腫脹が見られた。 

 2日目、腹部超音波：右胸水貯留あり。頸部超音波所見：右優位の両側頸部リンパ節腫脹

あり、静脈血栓は見られない。2 日目夜睡眠時にチアノーゼを伴う酸素飽和度 58%への低

下があった。経鼻酸素投与 1 L/分で 95%まで改善。最高体温は 38.4度。胸部画像所見は変

化なし。ツベルクリンの 48時間判定は陰性。他の検査は結果待ち。 

 3日目、診断的検査が実行された。 

  

 

 

  



 


